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６
月
の
定
例
会
は
、６
月
５
日
か
ら
６
月

７
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
、条
例
改
正
、議
決
事
件
、補
正
予

算
な
ど
９
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
及
び
教
育
委
員
会
委
員
等

の
任
命
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
同
意
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

6月定例会
6月5日～6月7日

平成24年 第2回議長報告 3月定例会以降

議
案
審
議
承
認
及
び
可
決
さ
れ
た
議
案

月　　日 内　　　　　　　容

4月  1日
4月22日
4月26日
  ～27日
5月  9日
5月13日
5月14日
5月21日
5月29日
  ～30日

熊本市政令指定都市移行記念式典
北熊本駐屯地開設55周年記念行事
九州中央自動車道「嘉島～山都線」早期完成に向けての
要望活動
町村議会議長研修会
緑川水防演習
九州中央自動車道建設促進期成会理事会
主要地方道矢部阿蘇公園線整備促進期成同盟会総会

第37回全国町村議会議長・副議長研修会

○
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
専
議
第
３
号 

嘉
島
町
運
動
公
園
野
球
場
舗
装
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

○
嘉
島
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
野
球
場
の
設
備
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
等
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

○
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

○
平
成
24
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

同
意
案
件
同
意
さ
れ
た
案
件

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
中
島
敬
也
氏（
三
郎
無
田
）

　
　
渕
上
昭
六
氏（
西
村
）

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
塚
本
誠
一
氏（
税
務
課
長
）

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
中
林
裕
一
氏（
上
島
）

　
　
森
田
義
雄
氏（
北
甘
木
）
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嘉島町議会だより 第4号 平成24年度補正予算・第1回臨時会・全員協議会

専決処分

　地方税法等の一部を改正する法律・国有資産等所在市長村交付金法の一部を改正法律等に伴った２件の
専決処分と２件の変更契約を提案どおり承認、可決しました。

　昨年3月11日東日本大震災等を踏まえ、日頃から地震に対する防災意識を高めるとともに、事前の備えに役立
てていただくための地図であり、平成23年の嘉島町建築物耐震改修促進計画を基に作成されたもので、この嘉
島町建築物耐震改修促進計画は地震防災戦略（平成17年6月：嘉島町）の減災目標を達成するため、耐震化の
割合を今後10年間で約90％とする目標策定と地震発生時における建築物の倒壊等の被害から、町民の生命、
身体及び財産を保護するとともに、災害に強い嘉島町を実現することを目的に策定された等の説明が建設課長
よりありました。
※詳しくは、6月下旬に配付された嘉島町地震ハザードマップをご覧下さい。

嘉島町税条例の一部を改正する条例の制定につい
て（承認）
嘉島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について（承認）

議決事件
嘉島５号汚水幹線築造工事（３工区）請負変更契約
の締結について（可決）
上島中央南地区枝線築造工事（１工区）請負変更契
約の締結について（可決）

５月８日開会

第1回臨時会

安全・安心の更なる確立へ
　　　　災害に強い町づくりを！！

全員協議会

平成24年度 補正予算（第1号）

定例会終了後、全員協議会が開催されました。

嘉島町地震ハザードマップ

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額 主　な　内　容

一般会計

特別会計
（公共下水道事業）

LED防犯灯新設工事
県営農地整備事業負担金など

一般会計繰入金、下水道事業債
普通建設事業費

1157万円

△1億2080万円

43億9215万1千円

 7億7497万1千円

LED防犯灯新設工事箇所　LED灯（40W級）40基
（県道六嘉秋津新町線沿下六嘉入口より上六嘉迄の間）
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答

答

問

問

答

答 問

答

答

宮
本 

睦
生 

議
員

鍋
田 

　平 

議
員

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

　
　の
補
助
金
に
つ
い
て
？

　嘉
島
町
青
少
年
育
成
会
議

か
ら
町
内
の
各
団
体
へ
補
助

金
が
あ
る
が
、補
助
金
額
の
増

額
は
可
能
か
？

　又
、補
助
金（
積
立
）が
終
了

し
た
場
合
に
、補
助
制
度
を
存

続
す
る
か
ど
う
か
？

　
　町
民
課
長

　各
団
体
へ
の
補
助
金
総
額

を
増
額
す
る
と
、基
金
も
数
年

で
無
く
な
る
こ
と
か
ら
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

　積
立
金
が
無
く
な
っ
た
場

合
の
対
応
は
、町
民
会
議
役
員

の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
判
断
を
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　【嘉
島
町
青
少
年

　
　
　
　育
成
会
議
】と
は

　平
成
10
年
６
月
か
ら
規
約

を
施
工
し
、『
青
少
年
問
題
の

重
要
性
に
か
ん
が
み
広
く
町

民
の
総
意
を
結
集
し
、次
代
を

担
う
青
少
年
の
心
身
共
に
健

全
な
育
成
を
図
る
』こ
と
を
目

的
と
し
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
。

　
　道
路
維
持
・
管
理
は
？

　５
月
中
旬
、役
場
職
員
に
よ

る
道
路
脇
の
堆
積
土
の
除
去

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
専

門
業
者
へ
の
依
頼
等
を
し
な

け
れ
ば
、職
員
の
安
全
確
保
出

来
な
い
の
で
は
？

　又
、道
路
と
歩
道
の
境
界
に

は
堆
積
土
や
雑
草
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
が
、
安
全
面
・
景

観
面
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
対
応
は
？

　
　建
設
課
長

　道
路
維
持
は
、平
成
21
年
度

よ
り
業
者
と
年
間
契
約
を
結

び
実
施
し
て
い
ま
す
が
、町
職

員
に
よ
る
作
業
は
、入
札
が
済

ん
で
お
ら
ず
、急
務
を
要
し
作

業
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
専

門
業
者
へ
任
せ
安
全
確
保
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、除
草

の
み
で
は
な
く
、堆
積
土
の
状

況
次
第
で
撤
去
ま
で
行
い
た

い
。　

　役
場
職
員
教
育
は
？

　本
年
３
月
、６
名
の
課
長
が

退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
よ

う
に
多
く
の
管
理
職
の
退
職

者
は
過
去
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。そ
こ
で
、『
管
理
職
員
の

教
育
』『
階
層
別
の
職
員
教
育
』

『
職
員
の
資
質
向
上
対
策
』
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　町
長

　管
理
職
員
・
階
層
別
教
育
状

況
は
、各
係
や
課
内
会
議
を
そ

れ
ぞ
れ
週
一
回
開
催
し
、問
題

や
取
組
む
べ
き
事
項
に
対
し

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
又
、
毎

週
月
曜
日
は
定
期
の
課
長
会

議
を
実
施（
就
業
前
の
時
間
を

利
用
）
、
月
１
回
は
課
長
の
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。業
務

の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、担
当

者
〜
係
長
〜
課
長
〜
町
長
へ

の
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
確
実

に
行
い
、業
務
遂
行
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　職
員
の
資
質
向
上
対
策
は
、

階
層
別
研
修
に
積
極
的
に
参

加
さ
せ
、
新
任
の
係
長
・
課
長

一
般
職
員
に
つ
い
て
も
研
修

会
に
参
加
予
定
で
す
。

◆◆ ◆ ◆ ◆

　
　嘉
島
町
内
の
公
園
に
子

　
　供
の
遊
具
を
設
置
し
て

　
　ほ
し
い

　嘉
島
町
の
人
口
増
加
を
図
る

た
め
に
も
子
育
て
世
代
の
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
が
必
要
と
思

い
ま
す
の
で
、町
内
の
公
園
に
遊

具
の
設
置
を
願
い
ま
す
。

　
　建
設
課
長

　昨
今
、公
園
施
設
の
老
朽
化
、

整
備
不
全
及
び
誤
っ
た
利
用
等

が
原
因
に
よ
る
ケ
ガ
や
事
故
の

例
が
全
国
的
に
も
後
を
絶
た
ず
、

そ
の
都
度
、危
険
を
喚
起
す
る
旨

の
通
達
が
国
よ
り
送
ら
れ
て
き

ま
す
。こ
の
様
な
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、設
置
及
び
管
理
基
準
も

厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

近
年
は
メ
ー
カ
ー
各
社
に
よ
る

安
全
性
の
よ
り
高
い
遊
具
開
発

も
進
ん
で
お
り
ま
す
。現
在
、各

行
政
区
に
設
置
し
て
お
り
ま
す

小
公
園
の
管
理
は
地
元
区
へ
委

託
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、要

望
が
あ
れ
ば
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
町
へ
上
げ
て
頂
け
れ
ば
検
討

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　現
嘉
島
町
営
運
動
場
今

　
　後
の
運
用
に
つ
い
て

　現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
森
崎

橋
の
運
動
場
は
今
後
ど
の
よ
う

に
利
活
用
さ
れ
る
の
か

　
　社
会
教
育
課
長

　現
在
建
設
中
の
総
合
運
動
公

園
に
つ
き
ま
し
て
は
、交
付
金
が

震
災
の
影
響
に
よ
り
東
日
本
へ

多
く
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

予
定
ど
お
り
交
付
さ
れ
ず
、完
成

ま
で
数
年
か
か
る
見
通
し
で
す
。

　な
お
、完
成
後
は
総
合
運
動
公

園
を
メ
イ
ン
の
運
動
場
と
し
て

位
置
付
け
し
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

少
年
野
球
等
の
使
用
及
び
総
合

運
動
公
園
の
予
約
が
重
複
し
た

場
合
の
調
整
用
と
し
て
当
面
の

利
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、将
来
的
に
は
町
長
の
方
針
と

し
て
、水
防
活
動
や
災
害
時
の
緊

急
復
旧
活
動
拠
点
基
地
と
し
て

の
役
割
を

持
つ
「
防

災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」

の
建
設
が

で
き
る
よ

う
に
考
え

ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
　地
元
業
者
の
育
成
に
つ

　
　い
て

　最
近
は
自
然
災
害
が
頻
繁
に

発
生
し
て
お
り
、大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、復

旧
・
復
興
に
多
種
多
様
な
地
元
業

者
が
減
少
し
て
対
応
で
き
な
い

等
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。地
元

業
者
の
育
成
が
必
要
と
思
い
ま

す
。　

　総
務
課
長

　東
日
本
大
震
災
な
ど
、改
め
て

自
然
災
害
の
怖
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。一
旦
、大
き
な
災
害
が

発
生
す
れ
ば
、町
民
の
安
全
対
策

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
、飲
料
水
や
食
料

の
確
保
等
、多
岐
に
わ
た
っ
て
の

対
応
・
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。昨
年
、上
益
城
・
宇
城
・
八

代
地
域
で
の
大
規
模
災
害
時
に

国
土
交
通
省
と
関
連
自
治
体
が

力
を
あ
わ
せ
て
対
応
す
る
協
定

調
印
や
平
成
18
年
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
と
サ
ン
ト
リ
ー
九

州
熊
本
工
場
と
物
質
の
供
給
や

飲
料
水
の
提
供
等
の
協
定
が
交

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、嘉
島
町

が
災
害
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

は
県
下
各
地
に
お
い
て
の
災
害

が
予
想
さ
れ
、復
旧
に
当
た
っ
て

一
番
の
頼
り
と
す
る
の
は
地
元

の
各
種
の
業
者
さ
ん
で
あ
り
ま

す
。地
元
業
者
の
育
成
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、自
社
努
力
は

勿
論
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、各

種
物
品
の
購
入
や
そ
の
他
の
契

約
等
に
当
た
っ
て
は
、地
元
の
事

業
所
を
第
一
と
考
え
、業
務
を
遂

行
し
て
い
く
こ
と
と
商
工
会
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
事

業
の
展
開
を
行
う
こ
と
が
育
成

に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問問

（鯰・下六嘉線）
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富
山 

　勝 

議
員

河
原 
　泉 
議
員

　
　町
、下
水
道
工
事
の
進

　
　捗
状
況
及
び
工
事
内
容

　
　説
明
を
。

　町
下
水
道
工
事
は
ど
れ
位

進
ん
で
い
る
の
か
又
、各
地
区

工
事
実
施
計
画
予
定
と
、個
々

の
自
宅
工
事
が
行
わ
れ
る
過

程
で
、
町
の
工
事
工
程
、
引
き

込
み
工
事
、各
自
宅
内
工
事
負

担
額
（
平
均
負
担
額
）
工
事
受

注
社
の
依
頼
関
係
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

　
　建
設
課
長

　平
成
24
年
３
月
31
日
現
在

で
、町
内
人
口
に
対
す
る
普
及

率
は
55.5
％
で
、計
画
面
積
に
対

す
る
整
備
率
は
40.5
％
で
す
。今

後
の
整
備
計
画
と
し
て
、本
年

度
に
つ
い
て
は
、上
島
地
区
及

び
三
郎
無
田
地
区
を
中
心
に

本
管
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、

測
量
設
計
は
上
六
嘉
を
行
う

予
定
で
す
。来
年
度
か
ら
三
ヶ

年
程
度
を
目
途
に
現
認
可
計

画
区
域（
上
六
嘉
、西
村
地
区
）

の
整
備
を
完
了
す
る
計
画
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
の
財
政
状
況
も
厳
し
く
、こ

こ
数
年
、要
望
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
が
減
額
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
、都
市
計

画
と
し
て
の
東
部
台
地
開
発

が
進
め
ば
、そ
ち
ら
の
下
水
道

整
備
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、現

計
画
の
ず
れ
も
予
想
さ
れ
ま

す
。ご
質
問
の
宅
地
内
排
水
工

事
と
し
て
は
、宅
地
内
の
公
共

ま
す
（
宅
内
排
水
の
接
続
ま

す
）を
本
管
工
事
と
伏
せ
て
所

有
者
の
希
望
位
置（
町
道
境
界

か
ら
１
ｍ
以
内
）に
設
置
し
ま

す
。測
量
設
計
を
行
う
際
に
委

託
業
者
を
通
じ
て
設
置
申
請

（
設
置
希
望
位
置
）
を
各
世
帯

よ
り
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。工

事
が
完
了
し
、実
際
に
下
水
道

に
接
続
す
る
際
に
は
、町
に
登

録
し
て
い
る
排
水
設
備
指
定

工
事
店
（
120
社
程
度
う
ち
町
内

業
者
20
社
）し
か
工
事
を
行
え

な
い
事
と
な
っ
て
お
り
、申
請

手
続
き
等
は
指
定
店
に
て

行
っ
て
頂
け
る
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。費
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、宅
地
の
広
さ
や
浄
化
槽

の
設
置
状
況
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

工
事
店
に
よ
っ
て
費
用
に
差

が
出
て
お
り
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、浄
化
槽
の
処
分
代

で
概
ね
３
万
円
か
ら
５
万
円
、

管
及
び
ま
す
設
置
で
１
ｍ
あ

た
り
６
千
円
か
ら
９
千
円
程

度
の
工
事
費
が
か
か
る
。今
後

は
更
な
る
工
事
促
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
　町
内
の
里
道
に
つ
い
て

　町
内
の
里
道
は
何
箇
所
位

あ
る
か
、
県
道
、
町
道
で
も
な

い
里
道
が
放
置
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
、対
策
が
必
要
と

思
う
が
、（
調
査
、検
証
、
改
修

工
事
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　建
設
課
長

　本
町
の
国
有
財
産
（
里
道
、

一
部
農
道
も
含
）は
587
箇
所
あ

り
ま
す
。平
成
15
年
度
道
路
法

90
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

国
有
財
産
贈
与
申
請
に
よ
っ

て
里
道
水
路
が
町
に
贈
与
さ

れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
境
界
立

会
も
県
職
員
か
ら
町
職
員
に

変
わ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。里

道
整
備
に
お
い
て
は
、地
元
よ

り
里
道
舗
装
の
要
望
が
あ
れ

ば
順
次
行
っ
て
お
り
ま
す
。財

政
管
理
の
対
策
と
し
て
は
今

年
度
よ
り
地
積
調
査
が
は
じ

ま
り
座
標
管
理
を
行
い
ま
す
。

里
道
の
境
界
が
は
っ
き
り
出

る
事
に
よ
り
、今
後
の
整
備
が

必
要
と
な
る
箇
所
や
必
要
と

し
な
い
箇
所
の
払
い
下
げ
等

の
管
理
コ
ス
ト
削
減
が
図
れ

ま
す
。
里
道
に
限
ら
ず
、
水
路

に
お
き
ま
し
て
も
使
用
さ
れ

て
い
る
地
元
の
方
に
よ
る
区

役
や
土
地
改
良
事
業
等
の
整

備
で
機
能
し
て
お
り
ま
す
。財

政
事
情
厳
し
い
状
況
を
御
理

解
頂
き
、出
来
る
範
囲
の
中
で

地
元
区
長
さ
ん
と
も
協
議
、管

理
し
て
い
く
。

◆◆ ◆ ◆ ◆

　
　指
定
通
学
路（
ス
ク
ー

　
　ル
ゾ
ー
ン
）に
歩
道
の

　
　設
置
を

　集
落
か
ら
出
た
指
定
通
学

路
に
歩
道
が
有
り
ま
せ
ん
。登

下
校
時
は
、非
常
に
危
険
で
す

の
で
、歩
道
設
置
の
計
画
は
あ

る
の
か
、無
け
れ
ば
是
非
検
討

を
願
い
ま
す
。

　
　建
設
課
長

　教
育
委
員
会
、建
設
課
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
通
学
路

の
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
町

長
の
指
示
を
受
け
て
い
る
の

で
近
々
実
施
し
、点
検
で
得
た

内
容
を
十
分
に
把
握
し
ど
の

よ
う
な
対
応
整
備
が
出
来
る

か
検
討
す
る
。

　
　ホ
タ
ル
の
里
の
ホ
タ
ル

　
　育
成
に
つ
い
て

　今
回
２
度
目
の
質
問
に
な

り
ま
す
が
、
ホ
タ
ル
が
生
ま

れ
、飛
ん
で
い
る
所
は
井
寺
の

櫨
山
の
下
だ
け
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。も
っ
と
多
く
羽
化
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
前

回
の
答
弁
で
は
、専
門
家
の
意

見
を
聞
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
事
で
し
た
の
で
是
非

何
が
原
因
で
増
え
な
い
の
か

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、ホ
タ

ル
の
育
成
に
手
を
差
し
伸
べ

て
頂
き
た
い
。

　
　建
設
課
長

　ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
生
育
環

境
と
し
て
は
自
然
的
に
蓄
積

さ
れ
、人
工
的
な
環
境
整
備
は

非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
り
、

現
状
の
環
境
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
現
時
点
で
の

手
だ
て
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。地
元
区
等
と
の
連

携
協
力
体
制
の
元
で
成
育
環

境
の
保
全
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。地
域
の
環
境

は
、地
域
に
住
む
人
で
守
る
と

い
う
精
神
の
も
と
、行
政
と
し

て
も
支
援
で
き
る
部
分
は

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　要
望

　本
町
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
水

の
郷
、自
然
豊
か
な
里
づ
く
り

が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、環
境
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、具
体
的

な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
、水
辺
に
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
環
境
こ
そ
一
つ
の

テ
ー
マ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。ホ
タ
ル
の
里

に
認
定
さ
れ
た
後
、町
が
環
境

整
備
や
ホ
タ
ル
の
育
成
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
た

か
伺
い
ま
す
。

地
域
の
環
境
は
地
域
に
住
む

人
で
守
れ
と
、提
言
さ
れ
て
ま

す
が
地
域
で
行
え
る
部
分
は

自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。支

援
で
き
る
部
分
は
支
援
す
る

と
の
こ
と
で
す
の
で
土
留
め

の
擁
壁
、
大
小
の
石
、
カ
キ
殻

な
ど
入
れ
積
極
的
な
方
策
を

講
じ
て
頂
き
た
い
。後
日
協
議

の
上
書
面
に
て
回
答
願
い
ま

す
。

（井寺地内）

（櫨山ホタルの里）

ハ
ゼ
ヤ
マ
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総務常任委員会 行政視察

（委員長）川上國治　（副委員長）宮本睦生　（委員）津出悦男　（委員）木田　勝　

日時　　平成24年5月15日（火曜日）　

場所　　群馬県下仁田町　下仁田小学校           

事項　　町内産木材による一部木造校舎の建築について

　校舎建設では、地産地消を基本とし、町有林を伐採加工することで資源を活用した。又、木をふん

だんに多用した校舎の建設により、子供たちが木の持つ柔らかで温かみに包まれた、落ち着いた教

育環境で学校生活が送れることを期待し、

建設されたもの。

　この嘉島町においても、町立幼稚園が木

造となっており下仁田町でも考慮された木

の持つ柔らかで温かみに包まれた、落ち着

いた教育環境整備が整っており、今後本町

の小学校の改築（新築）等が実行されること

があれば、子供の教育環境の配慮・検討する

ことで益々の将来への光が見えてくることと

感じました。

日時　　平成24年5月16日（水曜日）

場所　　新潟県北蒲原郡聖籠町　庁舎

事項　　こども園から小・中学校の一貫教育について

　　　　学校運営協議会及びセンター教科方式について

　聖籠町教育委員会では、町内の小中学校に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールに

指定する予定であり、次年度は、学校運営協議会推進事業を実施するもの。これは同町の中学校の

指定研究から信頼される学校造りに有効であると判断したものであり、同「協議会」制度は、保護者や

地域の皆さんが一定の「責任」「権限」を持ち、学校運営に参加できる制度である。

　尚、子供たちの教育活動や学習内容は変わらないが、学区の住民が意見を述べ、それを学校に反

映させやすくなることで学校との繋がりが強くなり、子供の教育にあたる制度であった。

　同「協議会」の形態は、決まった形は無く、学校運営だけを話し合うものもあるが、生徒と学校と地

域を結ぶイベントを催したりするものなど、多用な型がある。

　子供の教育効果を上げるには、学校・保護者・地域が一緒に考えることが大事であり、「協議会」が

学校に対して意見や注文をつけることだけではなく、学校応援団とし、学校運営に協力を願うもので

あり、この協力で、学校が活性化され子供た

ちのより良い成長につながることを期待し

推進事業を進めている。

　本町においても、村社会から都市社会へ

と変化することで、学校・教育問題が多種多

様に増加する懸念があるが、学校と保護者

に加え、地域住民の緊密な連携こそが、子供

たちの学習や環境の向上対策と考えられる

ため、議会及び町執行部等との連携を図り

安心・安全な町！ 嘉島町を支えていきたいと

思います。

【研修者】

【研修１】

【研修2】

【報　告】

聖籠町会議室（新潟県）

下仁田小学校（群馬県）
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嘉島町議会だより 第4号 常任委員会レポート

平成24年5月11日（金）

経済厚生常任委員会
　　　東部畑地遺跡発掘自主研修

東部台地土地区画整理事業
に伴う発掘調査

　発掘調査現場に嘉島町議会経済厚生常任委員会
の木下委員長、富山副委員長、岡委員、河原委員にて
視察、勉強会を実施、社会教育課の中川参事の説明
と現場の皆様からも貴重な話を聞く事ができた。
　この遺跡発掘作業は平成12年度から調査に着手
し、今年度平成24年度が13年目である。また、今年度
の予算額は約5千8百万である。平成12年度から23
年度までの平均額は4千7百16万3千円（人件費及び
重機借上料等）との事を学び多くの作業に携わる方に感謝し、無事に終える事を願い私たちも良い自主
勉強会が出来ました。

　平成24年4月25日（水）建設常任委員（住田委員長・鍋田副委員長・本田委員）3名は町内の建設現

場に出向き進捗状況等の検証を行った。

　各現場は概ね順調に進み、野球場の芝の養生に少し期間がかかり、8月の供用開始の予定には間に

合うとの事であった。

建設常任委員会町内施設自主研修

下水道工事（鯰地内） 公園トイレ（上仲間）

（発掘調査現場）

総合運動公園（野球場） 浄化センター
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・熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
　＊組合の事務所の位置（変更前）熊本市健軍 2 丁目 4 番 10 号
　　　　　　　　　　　 （変更後）熊本市東区健軍 2 丁目 4 番 10 号
・庁舎建設用地取得に係る契約締結について
　＊取得場所　御船町辺田見中道（6 筆）　面積 6,851.65 ㎡　取得価格￥123,429,619-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 ㎡当り単価　￥18,014-

上益城消防組合議会

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議員視察研修

平成24年 第1回臨時議会（平成24年5月7日開催）議会報告

沖縄県具志川市・糸満市（糸豊環境美化センター・美島環境クリーンセンター）

平成24年5月29日～5月31日

木下　徹（組合議長）

河原　泉（組合議員）

研修先

研修日

研修者

規約の変更と契約締結の2議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

初日の研修の糸豊環境美化センターは、平成

10年4月より稼働しており、施設規模としては、1日

200tのごみを処理でき、処理方式は全連続燃焼

式ストーカ炉を採用していた。しかし、ごみの適正

処理の困難性や最終処分場の確保難等の問題

を抱えており、その問題を解決するため、平成21

年度から3年間に循環型社会形成推進交付金事

業を導入し、既存の処理施設から排出する焼却

灰等を溶融するストーカ直結溶融炉に改造、その結果焼却炉から発生する灰は、溶融スラグとして、又、集塵飛灰

は山元還元により、非鉄金属を回収し再資源化に努めていた。

翌日は美島環境クリーンセンターを視察。この施設の処理方式は、酸素式熱分解直接溶融炉方式を採用して

おり、ごみは効率よくガス化され、ごみ焼却殘

渣は無害で再資源化できる溶融スラグにさ

れ、廃熱は蒸気タービン発電装置で電力に

変換し、センター内の電力に利用されて、リ

サイクルプラザでは資源を大切にした資源

循環型の施設であり、又、環境教育や啓発事

業が実施できる管理工房棟も完備されてお

り、今回の視察では溶融スラグや、発電設備

による廃熱エネルギーなどの有効利用を再

認識させられる視察となった。

（美島環境クリーンセンター）
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御船地区衛生施設組合議員視察研修

本田 金男（組合議員）

住田　 守（組合議員）

研修者

平成24年７月４日から６日、小山広

域クリーンセンター（栃木県）および

浅麓汚泥再生処理センター（長野県）に

おいて、し尿、浄化槽汚泥、生ごみ、下水

汚泥のバイオマス資源活用事例の研修

を行った。

小山広域クリーンセンターは、し
尿、浄化槽汚泥、農業集落排水汚泥の

水処理設備から発生する脱水汚泥と小

中学校、保育所及び市立病院給食など

から出る生ごみを併せて処理し、堆肥化

（汚泥発酵肥料「すくすく君」）する施設であり、し尿処理においては最新の技術である膜分離方式に加え、高

度処理を行い、放流水質の向上、臭気対策などに万全を期されており、また、センターの維持管理に関する

業務の全面を民間に委託している施設であり、現在、施設の延命化を図りつつ維持管理に努められている。

　浅麓汚泥再生処理センターは、し尿、浄化槽汚泥、下水道汚泥の水処理設備から発生する脱水汚
泥と生ごみを併せて処理し、堆肥、硫安、バイオガス（発電）にする資源化施設で、施設には、メタン発酵設備

ガス発電（熱回収）設備、窒素回収（硫安製造）設備、及び堆肥化設備が設けられ、積極的に資源循環型社

会に貢献されており、近隣地域への臭気、騒音、振動等の公害の防止に配慮した施設である。

　当組合施設においても、さらに循環

型社会の構築に向けて取組まなけれ

ばならず、施設の老朽化は進んでいる

が、職員のメーカー研修等による機械

設備や電気設備の修理技術の向上に

努め簡易な定期整備は職員作業で実

施するなど経費の削減に努め、さらに、

同時進行で将来の汚泥再生処理セン

ター建設の計画を遂行していかなけ

ればなりません。

新しい時代の
　「資源循環型社会」の構築にむけて！

せんろく

（浅麓汚泥再生処理センター内）
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全国正副議長研修

第37回全国町村議会議長副議長研修会に参加して!!

去る５月29日より30日の２日間に亘り、東京メ

ルパルクホールで全国より正副議長約1900名

参集し「第37回全国町村議長副議長研修会」が

開催されました。なお郡内を始め熊本県より61名

の出席でした。開会に当り髙橋正、全国町村議会

議長会会長より２日間の研修で得た事を各々の

町村議会活動に役立てて下さいとのあいさつが

ありました。

次に町村議会活性化事例発表として、「わが町

の議会活性化への取り組み」と題して埼玉県嵐

山町議会議長、長島邦夫氏から町民に開かれた

町民参加を推進するためには、議会基本条例制定や、議会活性化特別委員会の設置をされた事等を力説されま

したが、先ず自らの議会で取り組む事が出来る事から実践してほしいとの提言がありました。次に「今後の町村議

会のあり方と自治制度」をテーマに、シンポジウムが開かれ、中央大学名誉教授今村都南雄先生より、新しい地

方自治制度改正案が国会で審議されているが、現行制度の見直しも必要だが法改正を頼みにしない、自らの議

会でやるべき改革が求められるとの提言の外、今、議会不要論も聞かれる中、より一層議会議員の資質の向上を

計るべきだとの忠言もありました。その後参加者との質疑もありました。また昨年大震災を受けた被災県を代表し

て福島県の町村議長より多大の災害復興支援を受けた事への感謝とお礼があり１日目の研修を終り２日目は、

皆様よくご存知の山形県女性と結婚、今や人気タレントとして活躍されている、ダニエル・カール氏が「大震災後

の日本頑張れニッポン」と題して講演、震災後直に被災地へ行って救援活動をされた中、水や食料品の不足等々

何回となく仲間とトラックに物資を満載し救援した事実それは氏が日本が大好きな国である事また被災者を含

め多くの方と深い絆を結べた事は、なによりも一番うれしい事だと結ばれた。次に「議会議員の健康管理」と題し

て、東京医科歯科大学名誉教授蒔田紘一郎先生よ

り講演があり、特に多忙な議員は健康を阻害する

要因も多くありややもすると、病気で有権者より負

託を受けたが議員活動が出来ないのは不幸な事

だ、当たり前の事だが議員自らの不摂生から病気

にならないようにとの蛇足もありましたが、現代の

生活環境は出来すぎていて昔と比べると病原菌に

対する本来身体に持っているべき菌に対する抵抗

力まで失っている。土まみれで遊ぶ環境も大切だと

結ばれ講演を閉じられた。

２日間に亘る正副議長研修会は私達の先輩議員の方々が今まで参加されて、各自治体町村議会活動のため

生かされて来ました。今回受講した私達も議会活性化とより一層の議員活動に努めたいと思います。以上で全国

町村議会議長副議長研修会の受講報告を終ります。

議　長　津出　悦男
副議長　岡　　牧生

（東京メルパルクホールにて）
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議会活動 （平成24年4月～7月まで）

議 会 活 動

4月  9日
  ～27日

4月10日

4月11日
4月23日

4月25日

5月  7日
5月  8日
5月11日
5月15日
  ～17日まで
5月16日
5月20日
5月27日
5月28日
6月  5日
    ～7日まで
6月18日
～7月27日
7月17日
7月24日
  ～26日まで

広報特別委員会（第3号・編集会議）

東西小学校入学式
中学校入学式
幼稚園入園式
嘉島町議会議員全員協議会

建設常任委員会町内自主研修

上益城消防組合平成24年第1回臨時議会
第1回臨時議会
経済厚生常任委員会町内自主勉強会

総務常任委員会行政視察研修

行政視察来庁（鹿児島県日置市議会）
中学校体育祭
東西小学校体育祭
議会運営委委員会

嘉島町議会平成24年第2回定例会

広報特別委員会（第4号・編集会議）

九州中央自動車道建設促進沿線議会総会・決起大会

経済厚生常任委員会行政視察研修

第3回～第6回

東小学校・西小学校
嘉島中学校
嘉島幼稚園
役場会議室
下水道事業
運動公園等
組合会議室
役場議会議場
東部畑地発掘調査等
群馬県下仁田町
新潟県聖籠町ほか
役場会議室
嘉島中学校
東小学校・西小学校
役場庁議室

役場議会議場

第1回～第5回

御船カルチャーセンター
北海道長沼町
   〃　南幌町ほか

月　日 項　　目 場所等

シリーズ その3 地方議会について

議決権……議会の持つ権限の中で最も本質的、基本的なものであり条例、予算等を決定する重要な権限

選挙権……（１）議長及び副議長の選挙（２）仮議長の選挙（３）選挙管理委員及び補充員の選挙など

　　　　　議会が特定の地位に就くべき人を選定する選挙機関としての権限

検査権……町村長等の執行機関からの報告を請求して事務管理、議決の執行及び出納を検査する権限

監査の請求権……議会が監査委員に対して、町村の事務に関する監査を求めその結果を報告する権限

意見書の提出権……町村の議決機関としての議会の意思を決定して国・県等に表明する権限

調査権……議会の持つ重要な職責を十分果たすために、町村の事務について調査ができる権限

自律権……議会が国・県・町村の執行機関からなんらの干渉や関与を受けないで自らを規律する権限

同意権……特に重要なものについて、執行の前提手続きとして議会に同意という形で関与する権限

承認権……権限を有する執行機関が処理した事項について、事後に承諾を与える権限

請願、陳情を受理し、処理する権限権……

　　　　　町村の事務や議会の権限に属する事項全般に関する請願を受理し、これを処理する権限

報告、書類の受理権……執行機関の処理する事務について、一定の報告及び一定の書類の提出を受ける権限

議会の権限には大別するとおおむね次の11に分けられます。

①議決権 ②選挙権 ③検査権 ④監査の請求権 ⑤意見書提出権 ⑥調査権 ⑦自律権 ⑧同意権

⑨承認権 ⑩請願、陳情を受理し、処理する権限権 ⑪報告、書類の受理権などがあります。
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再生紙を使用しています。

発
行
責
任
者
／
議
長   

津
出
悦
男

次の定例議会は、9月に開催予定です。
議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。

傍聴要領

傍聴席


